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専任教員全員に配付し、そのうち 13 名から回答を得た。13 名の回答の内訳は、以下の通
りである。 
 
表 1 専門教員に対する協賛可否アンケートの結果 



































表 2 レポート作成支援の流れ 
日付 全体の指導事項 専門科目①履修者の指導 専門科目②履修者の指導 
4/7 導入・文献検索１ 
授業の主旨説明 




4/21 レポート構成について１   
4/28 レポート構成について２   
5/12 要約・引用の方法 1  履修者 5 名(K,B,T,C,G)が判明。 
（Ｇは①②ともに履修） 
5/19 要約・引用の方法 2 履修者さらに 2 名(H,S)判明。  



















































K：基礎資料 3 冊持参 












































































































































































注2) 2009 年度までは 5クラス、2010 年度は 7クラス開講されている。 

























































対 象  国際学科2007～2009  





















第９週 自説の展開 １、レポート中間発表３ 




























2. 1 で(3)または(4)を選択された方は、下記にご記入ください。 
(3)を選択された方 ご氏名            科目名               
(4)を選択された方 ご氏名            科目名               
 
3. 2 で(4)を選択された方は、2010 年 5 月 10 日（月）までに、レポートのテーマもしくは課題をご
提示下さることが可能ですか。一つ選んで、○をつけてください。また、コメントがあれば、余
白に自由にお書きください。 
（  ）前期開始時にレポートのテーマもしくは課題提示が可能である。 
（  ）前期開始時は無理だが、2010 年 5 月 10 日（月）までにはレポートのテーマもしくは課題提 
示可能である。 
（  ）2010 年 5 月 10 日（月）までにはレポートのテーマもしくは課題提示可能であるが、できれ 
ば          ごろまでの方がよい。         ありがとうございました。 
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